
現が5倍 以上高かった。シアル酸は動物細胞が表

層に持つ糖質で,細 菌やウイルスはシアル酸結合

タンパク質を介 して細胞表層 と付着する。また数

種類の細菌が動物細胞表層のシアル酸と結合 し,

マクロファージの貧食から回避することが過去の

報告よりわかっている。そこで,我 々はコン トロー

ル(F.nucleatumの み感染)群n=3,対 照(赤 血

球凝集後のF.nucleatum感 染)群n=3を それぞれ

Wax　Wormに 感染を行 う事により,共 凝集の初期

免疫経路への影響 を検討 した。結果,対 照群の

Wax　Wormは コン 卜ロール群と比較 して全て強い

炎症反応がみ られた。

　以上の結果から,F.nucleatumは 赤血球 と凝集

することによって,遺 伝子発現が変化 し,そ の結

果,宿 主の初期免疫経路 を回避する可能性が示唆

された。この現象は,歯 周病進行時に増加するF.

nucleatumの 生存策略を表 しているのかもしれな

い。

　 9)The　 Interaction　 between　 Fusobacterium

nucleatum　 and　 Erythrocyte　 Impacts　 on

the　Host　 Innate　Immune　 System.

　 　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 ○米田 早織

　　 　　　 　　　 　　 　　(奥羽大 ・歯 ・口腔細菌学)

　 Fusobacterium　 nucleatumは 偏 性 嫌 気 性 グ ラ

ム陰性 桿菌で ヒ トの常在菌 で ある。主 に 口腔 や大

腸等 に存在す る 日和見菌 で,歯 周病 関連菌 と考 え

られてい る。 このF.nucleatumの 興 味深い特徴 と

して,上 皮細胞,血 球,細 菌 など多 くの原核 及び

真核細 胞 と非特異 的 に凝集 す る事 が知 られ てい る。

しか し,凝 集がF.nucleatumに 与 え る影響 は知 ら

れてい ない。今 回,我 々は感染炎症 進行時 の指標

の一つで ある出血(赤 血球)とF.nucleatumの 凝

集に着 目 しその影響 を検 討 した。

　 予備実験 において,我 々 は赤血球 と共凝 集時,F.

nucleatumの 形 態 が変化す る事 を確 認 した。 次 に,

我 々はDNA－ マ イクロア レイ解 析 を用いて赤 血球

とF.nucleatum共 凝 集 後 の遺 伝 子 発 現変 化 を網

羅的 に分析 した結果,10遺 伝 子 の変化 を確 認 した。

これ ら10遺 伝 の 発現 をReal-Time　 PCR法 に て再

度 確 認 し た と こ ろ,赤 血 球 と 共 凝 集 し たF.

nucleatumは,共 凝 集 してい な いF.nucleatum

に 比 べFN1472(シ アル 酸結合 タ ンパ ク質)の 発


